
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・平成27年４月に外部有識者による「信濃美術館整備検討委員会」を設置し、美術館のコンセプト、役割・機能、施設整備について検討
し、平成28年３月に「信濃美術館の今後のあり方及び整備に関する基本方針（案）」をまとめ、知事に提出。今後は、引き続き整備検討委
員会で新美術館の活かし方等について検討を行い、平成28年度中に基本構想を策定する予定。

目標に対
する成果
の状況

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 7,856 14,834

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

事
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コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

0合計（A) 0

当初予算

0

0

予
算
額

前年度繰越

補正予算

概　算
人件費

0.40 1.50

0 3,310 12,414

3,101 2,420

4,546

0 0

3,101 2,420

3,101

0

総合５か年
計画

プロジェクト  ６－５－１　誇りある暮らし実現プロジェクト  E-mail

１.信濃美術館整備検討事業
直接
・委託

・外部有識者による「信濃美術館整備検討委員会」を
設置し、作業部会３回のほか委員会を５回開催。
・当初予定していなかった整備検討に必要な現状分析
や課題整理、資料作成等の業務を委託により実施。
・委員会は、３月に「信濃美術館の今後のあり方及び
整備に関する基本方針（案）」をまとめ、知事に提出。

3,101

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初）

事業番号 04 01 03 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 信濃美術館整備事業費 担
当
課

県民との協働による実施： 実施は困難

信濃美術館は、県民の豊かさが実感できる暮らしの実現を目指し、唯一の県立美術館として、県の文化芸術の発信拠点としての機能を果
たす。

○信濃美術館は、しあわせ信州創造プランの「誇りある暮らし実現プロジェクト」にて、整備について検討するとしている。
○本館は、昭和41年の開館から半世紀近く経ち、老朽化や狭隘化が著しく、バリアフリー化の遅れなど利便性の面からも課題が多い。
○建物の構造的な問題により、作品の展示及び収蔵に苦慮しており、館の運営・管理に支障が生じている。
○ハード・ソフトとも周辺の観光資源や施設との連携が十分でなく、誘客面で改善の必要がある。

bunka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

文化芸術振興基本法、長野県文化芸術振興指針

課・室 文化政策課

部局 県民文化部

２　文化芸術の振興 実施期間 H27 ～

2,420

成果目標の達成状況

（決算） （当初）

4,546 2,420

2,420

27年度 28年度

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標

項目

合計 3,101 4,546

成果 達成状況


